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情報 I が始まって

　2022年度から新しい学習指導要領の必履修科目で

ある「情報 I」が実施された学校が多くある．それ

以前の特に「社会と情報」ではプログラミングが対

象外になることもあったが，これからはすべての高

校生がプログラミングを学ぶことになる．

　また，それに合わせて情報が 2025（令和 7）年

度入試から大学入学共通テストの科目となった．大

学入試センターはその試作問題等を公開しており 1），

プログラミングに関する問題ではDNCLという，日

本語をベースとする擬似言語が使われている．ただ，

DNCLはこれまでも「情報関係基礎」のプログラミ

ング問題で用いられてきたが，この試作問題で用い

られている DNCLは構文ブロックをインデントで

表現するなど Pythonに若干似たものになっている．

一方筆者は，初学者向けプログラミング学習環境

PEN 2）で用いられていたプログラミング言語DNCL

の構文を Python風にアレンジした PyPENを開発

した 3）．これは前述した新しいDNCLの実行環境と

して用いることができるものなのだが，これを用い

て情報 Iの授業のプログラミング実習を行うのは良

くないと考えている．本稿では，PyPENの開発者

である筆者自身がこのような考えを持つに至った経

緯について述べる．

勤務校でのプログラミング教育の変遷

　教科「情報」が始まった 2003年度には「情報A」

「情報 B」「情報 C」の 3科目からの選択必履修であり，

情報 B以外では明示的にプログラミングが取り入れ

られてはいなかった．勤務校では情報 Bを履修させ

ていたので，当時からプログラミングの実習を行っ

ていた．その実習環境は次のように変化していった．

PEN
　最初は OpenOffice.orgのマクロや Yabasicで

BASICを扱っていたが，生徒からの評判は良くな

かった．そんなとき，2005年度に行われた「教育用

プログラミング言語に関するワークショップ 2006」
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本コーナー「情報の授業をしよう !」は，小学校

や中学校で情報活用能力を育む内容を授業で教え

ている先生や，高校で情報科を教えている先生が，

「自分はこの内容はこういう風に教えている」と

いうノウハウを紹介するものです．情報のさまざ

まな内容について，他人にどうやって分かっても

らうか，という工夫やアイディアは，読者の皆様

にもきっと役立つことと思います．そして「自分

も教え方の工夫を紹介したい」と思われた場合は，

こちらにご連絡ください．
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で PENの存在を知り，翌年度の授業から使い始め

た．実行画面は図 -1のとおりである．画面下部の
「入力支援ボタン」で構文のひな形が入力できるた

め，日本語変換などによる表現のブレが防げるよう

になっている．

　PENで使用されていたのは大学入試センター試験

の「情報関係基礎」という科目のプログラミング問

題で採用されていたDNCLという日本語ベースの擬

似言語に若干手を加えた xDNCLであった．BASIC

で使われている英単語は IFやWHILEなどの簡単

なものであったのだが，それでも PENならば日本

語に近い表現でプログラミングができるということ

で，生徒の反応がかなり良くなったと感じている．

筆者が開発したツール
　しかし，日本語ベースであることが災いしたのか，

生徒がせっかくできあがっているコードのブロック

構造を壊してしまうケースが目につくようになって

きた．DNCLでは IFにあたる「もし～ならば」を使っ

たら，対応する ENDIFにあたる「を実行する」の

行が必要なのだが，これを削除してしまうのだ．お

そらく，そのまま読み下すと「もし～ならば◯◯を

表示するを実行する」となってしまって「を実行す

る」が余計なものに見えてしまうということだろう．

そこで筆者は，フローチャートからDNCLのコード

を生成すればそのようなトラブルは起きないと考え，

PENにその機能を追加した PenFlowchartを開発し，

授業で用いた☆ 1．実行画面（図-2）では，フローチャー
トからコードを生成することもできるし，コードを

フローチャートに直すこともできるようになってい

る．これは特にプログラミングが苦手な生徒に効果

があったと思われる．また，フローチャートからで

なくコードからプログラムを作る生徒の中にも，全

体の流れを確認するためにフローチャートがあると

いい，という感想を述べる者もいた．

　しばらくは PenFlowchartを授業に用いていたが，

PENや PenFlowchartは Javaアプリケーションで

あるため，学校によっては使用できないという話を

聞いた．そこで，これをWebアプリケーション化し

たWaPEN，さらにDNCLの構文を Pythonのよう

にインデントで表現する言語に変更した PyPENを

開発した．図 -3は PyPENを Google Chrome上で

実行したものである．その後，大学入学共通テスト

の検討イメージとしての試作問題等が公開され，そ

こで使われている新しいDNCLが PyPENの言語と

似通っていることに驚いた．そのような経緯なので，

☆ 1　PenFlowchartや後述するWaPEN，PyPENなどのツールは筆者のWeb
サイト https://watayan.net/prog/ で公開している．

■図 -1　PENの実行画面 ■図 -2　PenFlowchart の実行画面

https://watayan.net/prog/
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PyPENは元々新しいDNCLのために開発したわけ

ではないのだが，その後は PyPENの文法をできる

だけDNCLに近づけるようにはしている．

Python
　2022年度に入学した高校 1年生からは新しい学

習指導要領で情報 Iを履修する．プログラミングの

実習をどのようにするかを考えるにあたって，候

補としたのは PyPENと Pythonであったが，後述

する理由により Pythonで行うことにした．といっ

ても Pythonの実習環境もいろいろある．当初は

Google Colaboratoryを使おうと考えていたが，ネッ

トワークが重くなることも多々あったため，ローカ

ルに置けるものとしてオープンソースの統合開発環

境である Spyder☆ 2を使うことにした．

　実は先日ある生徒から「Visual Studio Codeのよ

うなテキストエディタを使う方法もあったのではな

いか」と質問された．正直にいえばその方が筆者の

好みであるし，普段使っている環境はそのものだか

らそうしたいという考えもあった．しかし，多くの

☆ 2　https://www.spyder-ide.org/

生徒にはボタン 1つで実行できるなどの GUIが良い

と考え，上記のように決定した．

授業の内容と考察

2021 年度までの授業
　高校 2年生で「情報の科学」を履修していた際には，

PyPENを用いてプログラミングの実習を行ってき

た．とは言っても，教科書を始めどこにもDNCLの

テキストはないので，自作のプリント十数ページを

テキストにしてきた．内容は PyPENの使い方，値

や演算子から始まって順次・分岐・反復と配列を扱

い，最後に集計に用いる合計や最大・最小，ソート

で終わるものになっている．

　内容的にはどの言語でもおよそ同じようにでき

るものであり，PyPENである必然性はない．教科

書では主に VBAや JavaScriptが用いられている．

しかし，勤務校の情報教室の端末の OSは Linux

なので，Excelを前提とする VBAは使えないし，

JavaScriptでの実習はテキストエディタとWebブ

ラウザを往復することになるし，HTMLとの兼ね

合いもあって何かと面倒ではあ

る．その点ではWebブラウザの

画面だけで完結するという点で

PyPENにも分があるともいえる．

2022 年度の授業
　今年度から開始された「情報 I」

の教科書で使用されているプログ

ラミング言語は Pythonであった．

当初は教科書に沿って授業を進め

ようと考えていたが，そのままで

はなかなか授業を組み立てにくい

と感じたため，結局自作プリント

を用いることになった． 

　せっかくなので DNCLにも軽

く触れることを意識した．導入段
■図 -3　PyPENの実行画面

https://www.spyder-ide.org/
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階で PyPENの簡単なガチャ（レアアイテムあり）

のプログラムを入力・実行させ，それを PyPENの

機能で Pythonのコードに変換させた（図 -4参照）．
この 2つのコードを比較してほぼ「直訳」になって

いることを確認することで，日本語ベースのDNCL

でも英語ベースの Pythonでも大した違いはないと

示すことを意図した．

　その後は，およそ 2021年度までと同じような進

行になる予定である．ただ教科書どおりに進めてい

くと，たとえばループの説明が一般的なプログラミ

ング言語としての説明なのか，Python固有の説明な

のかで戸惑ってしまうようなところがある．そのた

め，二重のループが登場するソートのような題材を

扱うことは躊躇している．

生徒の反応を踏まえた考察
　2学期の期末テストが終わったところで，授業を

担当しているクラスの生徒に以下のアンケートに回

答してもらった．

問 1　プログラミングの最初のころに PyPENとい

う，Webブラウザ上で日本語っぽい言語でプ

ログラミングできる環境を使いましたが，覚

えていますか．

問 2　共通テストの情報のプログラミング問題は上

記した PyPENのような言語（DNCL）で出

題される見込みですが，プログラミングの演

習はどのような言語で行うのがいいと思いま

すか．

問 3　DNCLと Pythonを比べて，期末テストにあ

るような簡単なプログラムを作るにはどちら

がやさしいと思いますか．

　その回答結果は図 -5のとおりである．ただし期末
テストのプログラミングの問題の成績で，中央値を

境に上位層と下位層に分けて集計している．

　問 1について，およそ半数が忘れていて，覚えて

いる割合は上位層の方が多いというのは当然の結果

であったと考えている．何しろ PyPENは導入段階

で一度だけ使ってみただけである．逆に半数が覚え

ていたことが意外だとさえ言える．また，問 3で

「PythonでもDNCLでもほぼ同じ」と答えた割合が

上位層に多いことや，DNCLよりも Pythonと答え

た生徒がいずれも多いことにも肯ける．

　筆者が面白いと感じたのは問 2の結果である．共

通テストはDNCLで行われるであろうということを

説明したにもかかわらず，演習はどちらでやるのが

いいかという質問には上位層・下位層ともに Python■図 -4　ガチャのプログラム

■図 -5　アンケート結果
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と答えた者が多かった．このことは何を意味するの

だろうか．

　先に述べたように，2022年度入学した高校 1年生

の授業で使う環境として PyPENと Pythonを候補

に挙げながら実際には Pythonを選択した．それは

情報 Iのプログラミングはゴールではないからであ

る．科目の中心はあくまで問題解決であり，プログ

ラミングはそのための有用で強力な手段だと考えて

いる．PyPENを用いることは，アルゴリズムの学

習としては申し分ないのだが，問題解決のためのプ

ログラムを作ろうとしたときにWebブラウザの画

面から外に出られなくなってしまう．これでは生徒

にとって面白くないに違いない．実際，大学入試セ

ンター試験問題調査官を始め，情報教育の要所にい

る複数の人たちが「DNCLだけで情報 Iの演習を行

うべきではない」ということを口にしている．

　共通テストの対策を第一に考えるのであれば

DNCLは悪い選択肢ではないのかもしれない．にも

かかわらず演習はDNCLよりも Pythonがいいと生

徒たちが回答したということを，自分たちは受け止

めなくてはいけない．大学入試を軽く見るわけでは

ないが，生徒たちが求める能力はそこで終わるもの

ではないということだ．
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